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蕊覚の政策，改誌の実行過程と農民の階層構成の変化，

他の人民民主主義同と比較しての特徴について，また，

産主要産業の国有化では，その意義と内容などが明らかに

されている。以上の二つの主要た改革によって，北朝鮮

v円経済l士山一会主美保済形態．小商』7：経済形態，私的資本

主義的経済形態の三つの経済形態から構成されるように

なり階級関係も大きく変化し，人民民主j義制度がlilt立

されたが，それは「ひきつづき社会主義革命に成長・転

化」し口、った土 3れるc

つぎに「社会主義経済建設の展開」では， 1947年から

1970年までの期間を（1）平和的建設期（1947～1950), 121朝

鮮戦争州 (1950～1953), '.3.戦後従Ill期 (1953～19::i6),

(4）第一次五カ年計画期（1957～1960), (5）七カ年計画期

(1961～1970）の五つのi,:'J明日に区分L，「それぞれの時期

における社会主義経済建設のおもな課題と特徴について

は観j している。本書の烈述自ftヵ；＇北朝鮮における社

会主義経済建設の要約である。

3番 11：：：：「新六カ年計回と経t存発展のJi(望」でい， 1971

年からitじまっ之経済言Irififこつャて，技術革命， J甫・軽

工業，農ー業などの各分野の計画課題と，それらが達成さ

れたとき、人民の生活がどのように変わ •） てくるかとい

う展望が示される。

第三，＇J;t「工業管理体系の沿芹：・現行l守、管理体系j

f工業企業管理体系一一大安システム」 「工業企業にお

ける作業班点数制」の 3郊からなっているc

第一i(1iヴは， ≪11'0l:直fえから現「1ての「大女システム.1-/)t 

確立されるまで，北朝鮮の工業管理制度が，中央から地方

に至る：.le才どの工うな奄還を経てきたかがのべられ町お

よそ 7回にわたる工業管理制度改輩の経過が示される。

第二市；t，一節の変遣を経て到達した各企業レペルに

おける管理体系としての「大安システム」について，そ

れがなぜ導入されるようになったか， 「大安シスキムj

によって谷企業門組織機構；土ど，nように玄わったか，企

業における党の役割がどう位置づけられたか，生産指導

；士どの.tうに行なわれる上うになったか， また， iヰイ！＼業

に対する資材の供給体系と勤労者の生活物資供給体系が

？のよりに組織されたかたどの点についてい平細にのぺた

のち，この「大安システムJと呼ばれる管理制度の本質

分何であり，その長所じなにかを説いてL勺。

第三1fri－：：は， 「大安システム」が確立されて以後，各

企業において「作業班点数制」が導入されたが，それが

なぜ必【＇llfcな〆lt土か，その昔話度の内容と社会主義建Iをに

おいてもつ意義などがのべられている。

評二つ＝エニで＝一一十一一一一書

1973年

本書の著者は，約 1年半まえの1971年6月 r現代朝鮮

の換業政策Jを若しラ朝鮮｝己主主義人民共和国；とおL、て，

農業・農民鳩題がどのように解決されてきιhを，！I'（民

地支記からの解放より近年に至るまで系統的に解明きれ

た。それ以来， F灯台：＇1（＿），祉会的あるL、は経済的な， ll';J知

の諸事実が相ついで生起し，日本における朝鮮民主主義

人民共和国への問心がい／ラそう高主）タてきとj こう l1,己

時期に刊行された「朝鮮社会主義経済論』は，多くの日

本人の阿国へのWJ，亡、；こ答えてくれるもので浮） 7,o 

209十10ページ i

：詐一・"!・ 井両A

r朝鮮社会主義経済論J
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本書、は，第一章：解放白＼J社会経済状態，第二章社会

T:義経済建設の展開，第竺ぎ工業符理制！吃第四市：

ii＊管芦j!制度，第五章 司！日1jf七の体系と方法，第六京

社会主義建設の総路線一一千里馬運動の六主訟で構成され

ている。以下限を泊って各章の概時を紹介十／川

第一章では，植民地統治下の朝鮮経済一一農業・鉱工

業一ーが，どのような状態にあったノう必2芯さ切るe I＇全芋： 
の分野

屑構成，小作制！空や税制，供用， i常；商機構を通じての農

民に士、fする搾取・：l'Z奪とI可判長分｛I二襲業生存，生宅 fll

具，生産構造等が，いかなる状態にあったかが簡潔に要

約されている。

鉱工業の分野では，生産額の変化，民族別資本構成等

についてのベた？を，採取工業と加工i二業， iji:l二業と事主主

；長，同一工業部門内における品種構成，主楽の地理的商E

賢，生産カ配置など，あらゆる部扇にわたって植民地的

政行性土奇形性今おびていたことが示され，：， 0 

以上の第一章は，社会主義経済建設の前提条件をなす

本のでIt（＇！どな意味 r~ もっている。

第二章では，解放後から現在進行中の六カ年計画に安

るまでの期間を「民主改草・人民代！主義市IJ.r芝の確丘］

「社会主義柱、済建設の展開j「新六力平計雨土社済性皮の

展望」の三つの時期に区分してのべている。

まず第 1黙では，土地己＇（，＇/cと重要産業のi斗有化が行な

われたが，土地改革に課せられた歴史的課題と北朝鮮共
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番：都

第四家D'Ui主管理illl]Ji：：は「乳行農業Hf主体系とその＂｝｝.本

特徴」「協同農場における分組管理制J「間営幾牧場にお

りる作業斑ti!-な採L軍事前JJのユ郊で構成されるわ

まず，ぬたにえすする指導と管理の！日j泊を解ジごすーること

が，社会主義社会の建設にとゥてし、かに重要な問題であ

るかをのべたのち， I企業的万法j とH、Fばれヨ交業のJh

導・管理制度が導入される必要要性をのべ，またそれが「社

会j諸農業発展のた法則的z要求を反110(Iしたれのであー

と説く。

つぎに， 1%1年A」から62年にかけと，従来ハ「行政（（）

指導方式Jh：かわ引で湾入された「企業的方u－：、」に関L

て，当時E型機部門ではどのような問題にi直面していたか

を只体的tこ前橋し，それを解決すると内に中Jjふ道， nH

のそれぞれの行政レベルで，どのような制度上の改革が

なされたかをのべ心。こう LC 「企主的方法 /1；導入3

れることになったが，では，その特徴はなにかについて，

t4J,,j的所有土び）ltl百円，また，鳥業。〉指導・？？？！！！上の｛］血

域的拠点J右目立定！たこと (il1,[/,t同農場経官会討会）， lj; 

同的所有を余人Kr下JI芳有に接近させることなどとの問述

で，それぞれ j；平和Hこのべて，， ',:, 0 

つぎに初二節では， 1960年の有名な I宵r11m,JH111Jr子持J

J)心｜弘［11]1宅蕩にマ〉「作業斑｛呈待制_I ；＇；：導入 ι子れてい：: 
が，それだけでは現実の要請に答えられなくなり，「作業

斑i優待制Jとitわせて， 1966年から.'.I＇：［好的に｜去最前 Jl11'

市1Jが導入3れるようになったこと，および i；；純管PE

制」とは何かについてのべ，さらに，この制！をが導入き

れたことが，協同農場の労働組織形態のうえ乙またれ

会主義的分配原則を貫徹させる点において，あるいは集

団主義精神をつちかろうえでいかなる志義を主つもので

あるかが説かれる。

お三節でi上国 営）；＇｛ ・牧主主｝においζLや，ti)19朗 i↓：

に改革が行なわれ， 「作業班独立採算i!i'l・賞金制」が系

組iされるようになったが，との制度は，それ以前とどの

ように異なられをめべ，労働討の物引がj関心合刺激すシ

方法としていかにすぐれているか，国家 康牧場

作業_f)f.の祁_1ffkH系でどのよ行な特徴がノ；：じたJうヘそれぷ

協同農場の国家的指導にとってし、かなる窓義をもったか

などが説かれる。

つぎに第五章計画化の体系と方法は，「計凶l化のーー民主

的方針一一大衆路線」 「計画化の体系と方法 一云十四の

ーっIC化と級古11化j f,.l¥iujff成の三手続きJの3f市からな J

ている。

此初に， llこ主主義j返済建言tにおいて， l雪民f手洗のJ-hl11
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（ヒア〕重要!'Itポ強fl',j：~：れ，判？！下民オ： i：義人；毛j七和国で：ιt 

1964年に「氏鼻主f止中制と大衆路線の原則を」4混したま，y 

f士く新しい？旬の＝｜－箇i化f本平f、と方法＆うちf竺てた。－！こと

山ドH「さ二lFマ｝。＿＇】Jの新llh1＇工におし、 ，なぜ 大衆日f¥!

のB主良リ」が規定されねばならないのか，また，この原則

I L 党iGI午「l原貝lパ、同学十｜の原則三 L、かな引則違をt’コ

ものであるかが説かれている。

以上のヒちな原！！＿ijのうえに立ち， ~j＼ニ節では計画，，，，と

図的な－－:n:;化のためにどのような描日がとられたか，：t

t：.計画の細部化とはなにかについてのベ，このような

JL化・細部化千 「高I芝川1十画作｜は「社会主義市斉

制度の本質的要求」であること，ぞれがいかに重要であ

ふかが強調されるつまた，この計画の♂元イじ，細部fヒ；土、
一節でのべた民主集中市jの照民ljや大衆路線の原則とどの

i、弓に結0-Lてu、ぐ2のかが読がれ，そこか九L、かなる長

引当生まれにいるィ:p泊三指j向とれる。

第三tiliでは，只体的に；)j“闘がどのようなやり方や順序

:-i; ／請しき.：＇ －.，かに2パ、て， lι企業， lliJ家機！＼＇Iペコ党組織と

関連させて説明される。

；；： 後に，~；べ章ト1会主義也実のRt路線 「旦馬辺五り

では‘社会主義建次における千里馬運動の，iIT:fii:にふれた

' ハt，なぜ「但馬：＼IE刊が発！”， Lfこか＇＇：－の 'i'f閉そどのに R

；けJので｛九 たか， 1957＞干の発生炉、よ今flf：こでるまでど

のように発服してきたかをのべ‘段後に，従来の社会主

淀川J競争幻＇ Jと異た IJ,lp.；二!J産上のl(c新だけでなくフ人

間の教育・改造を；重視していること，したがって，生産部

J"Jどけでな：，手｜令官部r'JでむこのJ室効が！fJHJされて司、

ることなと，千里局運動の本質と長所が説かれてし、心。

II 

r1 kで本＂；の概 T!.l_iを紹介しfじてれによ〉ても知じれ

る通り，われわれは本書によって解放前の経済状態から，

社会主義の摂近の到達点まで，農業．工業を中心にその

そきさを知＝｝ことができる。今士で仁 し、く／〉か朝鮮民3

主義人民共和国の経済に関して論文や単行本も出ている

それらばいずれ j_,-，部門全扱っJこものであったり、

あるv、は経済全般にわたる場合は解放後の一時期に限ら

i 1 ・，；いた＇ ¥ 、わば経済の通史1Y〕叙述である沼今章，旬三

草において，いくつかに区乃されるii,'f期ゃあるいは倒別

問題の理論的な位賢づけという点では，朝鮮民主主義人

J(JI、和固いηぇ式の、之助と本nの著者のそれじ一致してお

り，新しい点、はみうけられないが，本書のように，長い

刻n:1にわたる複雑な同題乞要領よくまとめられたこと
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は，今後の研究に益するところが大きい。

以上は，常一章．第二重苦に関してのことであるが．キ：

,Ifの中心は第三章；工業管理制度，第四章察本首理制度，

第五章計画化の体系と方法の三つの主主にあるとい.，て

上ャであろう。

農業の管理制度については，日本でも早くから注目さ

れ，冒頭で三及した本番手rriの本をはじめ‘すでにL、く

つかの論文，ほん訳（資料集〕，などをみることができる。

しかし，工業管理制度に関しては， 「大安こFζテムJ土

いう言葉はしばしば、JTにしても，それがどのようなシス

テムなのか知るところが少なかったし，それ以上に「;l十

月j化の体系E方法j についてほ知「一〉れていなかった正い

えよう。

朝鮮民i正義人民共和国において，社会｝設建設しh 令

般的原則jに依拠しながら，自国の歴史的，政治的，経済

的，文化的あるいは地理的等‘さまぎまな貝体的諸条件

のq1で， 7,-仰を重ねつつ倉I］造してきた現行ド） [ ＿業管＇P:IIJ

皮，農業管埋制度や百十画化の体系と方法が，本書のよう

にまとめ心れ，たせ二これらのおi度が＇I，まれ；主たのう＼

他の社会主義国と比較してどのような特徴があるのか，

それらの長所はどこにあるのか，，｝ラ’：々 、は刊jfff民j:Lぷ

人民共和国の社公正義建設におい正 U、かな令ぷ義をもつ

のか等々のことが明らかにされたことは，干：EF.I I；羽鮮人を

r.-めて日：本におHる車耳鮮上〈ごL主義人i口1七和［i、！沿済の/illフ

tこ一つの闘期をなすものである。

以上でのベてきたことから明らかな通り，本書は判｛学

民主主義人民共和国の社会主義経済の市lj度的な研究の3舎

である。しかし，Iii.t土朝鮮i土悶心をもつ人々だ；7でな

岩凹昌征ミ再A 『比較社会主義経済論1の言葉を備Pるなら

ば「社会主義経済研究における理念論・制度論・経済理

論・現実論j等の研究に関心をもっすべての人々にとぺ

て欠くことのできない書であろうし，かつそれらの研究

に貢献十るとこ 7，も大であろう。

旧

最後に 3点ほど疑問を提起しておきたい。

第 1Lt，本書でとりあげc，れている諸制度の評t!liC1仕

方に関してである。著者は多くの場白，本長でとり上げ

られた諸制度の評価に際して，主として著者自身の社会

主義経済の理論やJJJ＇念か f，評価しており，それはいJろ

ん必要なことであるが，それぞれの制度が現実に適用さ

れたところでどのような機能を果たしてヤるがとu、う側

面からの評価がーーもちろん全くないということではな

婁 評＝＝＝士二ヲー

く一~· sJii.lいということである。それぞれの制度は，一定

の目的をもって，その目的を達成するよう可抱な限り合

理的につくられるであろう。しかし，それらの制度が，

F実体的な諸条件がさまざまに異たる生産現勝等で適用さ

れるとき，理論ifilリあるいは期待通りに偽能するかどう

かは別である。 （岩田昌征箸，前掲委参照〉

たとえば，協j,,j民場の「分組管理t吋Jfこついて桁対し

てみよう。

「分車乱首二理制」 l土，協同農場の作業班〈日～100れ）の

下に， 10～25名で組織される労働集団（分組〕に土地，

役牛その他の農機具と労働力を同定させ，各1乍業研，各

分組ごとに一定の計爾課湿を与えて生産を行ない， Ljえ

た計画課題の達成度に応じて，各分組を基本単位とする

分配がiiなわれるという日，IJI支である。

この制度の導入のねらいは，農民の物質的関心の刺激

を強化「uとを叱に，労働温織形態を農業生産の特11に

あわせること，集団主義精神をつちかうこと，労働に応

じた分間ll:-いうm：到jを貫伐させろ竺となどiとあっJ土（146

～148／ミージ）。だや， ,J;）卜aのよ・.，んー新制1主：（！）ねら I，、にも

かかわらず，他Tfriではこの制度は，農民の関心を各分組内

山ことのλに向かjフせl,i,Jri,巨性も内包』L口、る。 ヒ三

以前にくらべて分配の機構が複雑化し，分自己を左ヰiナる

指標（,;¥ 内課題〕ポ多くなっただけに，それらの計四課

題がすへ正適切に設定され，農民の集団主義精神をつち

かう方向で物質的関心を刺激するように機能するか答か

たど，現実にどの上うt二機能するかが検証され，それ側

面からも制度が，評価されねばならないということであ

ふ。念の之めtこ付言すれば．決して現在「分組管理;jjrjJ

がうまく機能していとい。ているのではなし制度を評

制する同点の問題の－ff1Jにすぎなし、。

一般的にこの視点から，制度をきびしく員刺画するよLと

は，資料の問題一つをと.__ ，ても悶難が伴うととが予想さ

ゆるがこのぷの評価があまくなれば制度の剖匝主主lる

危険がある。

第2に、著？？は随処で「客観的な経済i.lJ{ljJ I社会主

義経済発展の合法則的要求J 「社会主義経済法則」等の

「法則J土Illい口、る。それは，たとば次の通りである。

0 「社会主義国家が自己の経済組織者的機能を正しく遂

行するためには．国家の経済組織活動が客観的経済法則

の要求を正確t二日映して，.、なければならず…・J（削－空ー

ジ〕c

o r 上からの：i:1空現場への資材の中央集Lj：がJな供給iま，

社会主義経済発展の合法則的な要求といえる」 (94ベー

IOヲ
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ジ）。

0 「一般にtJ:0l二認のもとでは，，＇｝空モも :-T了Vとii，］／＇菜，？！

会主詫f€tii'i法則に L たが－，てかたり急速に発WL······J

(122ページ〉。

守、だほかにも多＜ f;e;bれてU、るカ1，これム（，rlf)'ljf二みム

れる工うな f’＇｛＇；伺的符rn=a,n111 「社会主（~（ff ；，ヰi'.H!IJJ tι 
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ある。
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計画-r'I:をもf，宅約f,いをた宅 v》て耳苦！やわうグl7；：・存視1'1(3i'.J,

fliJ J~ tr.!., I土い行「法fliJJ fこついての＂λで t•， 門司ぞ三ア

l土「干｜ー会i:jをi'-1:0づ｛士， lj：：計二ごFl同のl!01't'1,王！？三；1－；－日（1

PJr仔を：集↑備に， 同民主要干存共：］jil可：＇f'.J；て行J11'〕喧’f<;l 行ろ’存不！
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ない。
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いては工場党委n会が非常に大雪な役），＇！］を采／とすの；こ XJ
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